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社会の変動に対応する教育課程の研究

一教師の意識調査叫

長 野 東 はか10名

〔1〕 分析のねらい

（1）教師の数学教育の目的に対する意識を明らかにするため，数学科教員，非数学科教員，教

育実習生，保護者の4比較群を作り，その差異を検定する。

（2）調査の信頼性。妥当性を高めるために，全国調査を行う予定である。その準備として，本

調査は，問題の検討。分析のための資料としたい。

（3）問題解決学習が教育課程編成上どのように，位置づけられるべきか，目的意識との関連に

よって分析したい。

〔2〕 調 査 対 象

回答数（59．7．2現在）

高等学校教師（東京都立高校，国立。私立高校）

数学科担当教員 173名

非数学科担当教員 ユ73名

計 346名

教員志望学生

筑波大生 数学科教員志望者 78名

非数学科教員志望者 136名

計 214名

学芸大生 非数学科教員志望者 56名

学生合計 270名

総 計 616名

〔3〕 分析の結果

現在までの分析の結果，次のようである。

（り調査項目が適切でないと思われるもの。問題項目番号〔韮〕の12，17，28，29，（資料2

～3）34，35。

○ この理由ほ内容において，数学教育とかけはなれていると思われたかまたほ，表現が

不適切で意図が伝えられていなかったかであろう。
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（2）数学科教師の数学教育に対する期待感ほ他のグループに比べて高いか0

0 スコア平均値においては，他のグループよりも高いが（資料3）平均値の差の検定を行

うと（資料6）教育実習生のグルニプに比べると意識の差が見られるが，他のグループと

は有意差ほ認められない。

（3）教育目標によって，期待される程度に差ほあるか。

○ 分布の差の検定を行ったところ，すべての目標項目について数学科教員と非数学科教員

との問に有意差ほない

○ ただし，次の目標にほ，他の項目よりも差が認められそうである。（資料7）

5．文章や言葉での正確な表現ができるようになる。

18．類似な状況を認知することができるようになる。

27．創造的能力が養われる。

わずかでほあるが，

6．表やグラフを作成。利用することができるようになる。

21．抽象的な関係から，具体的な例を作ることができるようになる。

全体としては顕著な差が認められないため，目標をブルームの目標分類学の立場を参考

にして，次のような4つのカテゴリーに分類した。

A．精神運動領域

B．知的領域（認知段階）叫低次な認知

C．知的領域（知的能力段階）一高次な認知

D．情意領域 （資料8～9）

（4）目標をカテゴリー別に分類したとき，4つのグループに特徴ほ見られるか（資料9～10）。

○ カテゴリー別スコアの平均値を比べると，

A＞B＞C＞D （資料10）

となっている。これは，数学教育には技能的な面が期待され，情意的な面ほあまり期待さ

れていないように思われる。

0 4つのグル叩プでほ教育実習生が全体的に期待度が小さいように見える。教育実習生の

中でも数学科の学生は他の学生よりほ数学教育に期待感をもっているようである。

（資料10）

（5）カテゴリー別に見た場合，数学科教員の意識の差は，平均値の差の検定の結果他のグルー

プと有意差はない。（資料11）

○ 有意水準5％範囲でほ，有意差はないが，比較的に考えると，保護者のD領域に対する

意識ほ数学科教員とほ相当異なっているといえる。

○ 非数学科教員ほ高次の認知領域についてほ，数学よりも自分の教科の方に期待する教師

が多いように思われる。（資料12）

（6）問題解決学習については，数学科の教師ほ現在の指導要領の枠内では，困難であることを
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認識している。（問題解決については更に検討を加えたい）（資料4）

○ しかし，このままでほ多様な生徒に対応しきれないので，問題解決ほ現状を改善するた

めの実検になるのでほないかと考えている人が相当いる。

（7）教育目標と問題解決について（教育評価論（第一法規）永野氏より）。

教育目標分類学の立場

葺翌解と応用

阜えちれた問題

学習者によって次

のよう紅受け取ら
れる

rrLlb苧ll正邪－！l■
はじめほ見なれな

い印象：学習者ほ

を既知の要素を捜す
L、．。．＿＿

r■‾－■棚－

；周知の要素
て問題の再

音‾
蛋

ほじめから見なれ

た印象：行攣の方
向づけ

匂－・・解・一段階

匪翳一紅鯛

して分顕する作業

理論・法則・考え

・方法の選択

理為・漁期などを

僚りて問題を解く

問懲の解験

ゆ～終三段階

叫・・・凝四扱描

埼一鉢五段階

ヰ一節六段将

オープソ。エデュケーションの立場

オープン。エデュケーションにおける目標の優先額位

t 脚慈的日韓 2 高次の認知的日揮 3 低次の認知的およ

び心理運動的目櫻

。自己妬値感

・換知

・好奇心

・自主独立

・開放性

・自覚
など

。批判的思考

・問頒解決

・学習スキル

・コミ且ニケーシ伊ソ。スキル

・創造性
○

・敦盛約推理
など

シPフォン前奏

引き罪

俳句

虫の解剖

観済原朋

など

（D．T．マイルズによる）

これについてほ高等学校だけで解決できるものではなく，小。中。高を一貫して，発想

の展開をほかる部分も必要である。
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資 料 リ
（昭和59．7．12現在）

1．調査問題

2．回答度数分布表

3．教育目標別加重平均表（略。目標別スコア表）

4．問題解決の回答度数分布表

5．目標別スコアに関する基本統計量

6・グルっ－プ問のスコアの平均値の差の検定（tw検定）

7．数学科教員と非数学科教員との問の目標別回答分布の差の検定（平川検定）

8．目標のカテゴリー別分額表

9．カテゴリー別スコア。度数分布表

10．カテゴリー別，グループ別スコア比較国

11．カテゴリー別，数学科教員に対する平均値の差の検定（t…検定）

12．カテゴリー別，数学科教員と非数学科教員との回答分布の差の検定（平川検定）

－
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資料1

アンケート調査につむもでのお願い

日頃、先生にほ高等学校数宵の魔展のため、轡暗躍の御審と韓窮し濠す。
きて、日永数学教育学金におきましても、撤しい変動が予想きれる、2且世紀

の後金に送りめす生徒に与えるぺき、望ましい数学教育のあり方夜模索してお
ります◎

数学が幾夜ぼど、後金の各分野に晴用番組て転ヽる時餞ほ、適義にほなかった

といわれており鼓す◎ このような時代旺重患、数学関係磯だけでなく広く社会の
各分野の方々の聯賓盛・御意風教伺い密がち、教育餅轡の政審にとりくむぺき

でめると、私共ほ考えて潜り威す◎

このような考え方で、当撃盛ほ昭和5＄奪から父母の意飽済姦夜行ない、学
会幾87－8、3丞－3に発表し、多くの示唆癒え褒♭た◎

今馴ま、現場の先生方密封象にして、数学敏帝尋こ関する御意凰亀お伺いした
く御多忙中とほ存じますが高等学校数宵改尊のために、聯協力下きいますよぅ

お願い申し上げまず。

昭和59年 唾月 旦2 日

日永数学敵蘭学愈 研究部

高専学校部会

記

且。回答ほ別紙回答用紙へご記Å下穿い◎

2．〔旦ヨ［i‡ヨ ほ教科の区別なく金魚の発生に、監瑚ヨ ほ数学科の発生だ

けに回答夜お願いし威す⑳

E嘗3網姦の粂俸8こつ転、で

閤凝にÅる前に、囲客の顔発の礫発となる免停敏分額ずるための繋卵とレで
下紀の寛開にお客え下啓転ヽ◎

く且〉発生が親藩艇当されてい為教科綺次のど雛ですか◎

凰。数学科 表さ 数学科幽界 E教科名言

00 43
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窃。数学科廃車飽題の学生 像．数学科以外の教科幽魂瀦題の攣隼
E教科名： 3

（2）発生の性別ほ次のどちちですか⑳

凰。男性 2。女性

（3）年代ほ次のどれになりますか◎
息．20代 2i遜¢代 凱 磯0絶

櫓。＄◎代 ＄。¢⑳代以上

【き才ヨ数学教務の目的について

（幽当きれている教科に関係なくご紀久下きい）

現在行なわれてむ？る数学緻密でほ、生徒のどのぶうな鱒カや感度の饗威が拗

得できると思われ威すか◎

圃凝魯かち岡勉遜5経ついて、下紀の選択肢の（息）付（番〉の申かち、庶

幾の却考えさこ螢亀鑑む、亀の蟄且つだ亀ナえ鎧んで、静番え下きい◎
選 択 鍍

（
′且lハ

′
色
丹
／
も
「

（

（

且

りむ

ね8

盈一

5

＄

）
ヽ8∫－ヽノ

）

）

）

数学夜学習し療亀す馳ぼ義盛で昏ない⑳

数学夜学習やしたカがよくで潜るが、飽の顔料をこ慮っでもで昏る◎

どちらともいえな♭1◎

数学の学習で緒あ濠り鞠樽で昏密い◎

数学の学習癒すると、かえって始をずになる◎

わかちない◎

問 凝

1．適当な摩農敏優っで魔の瀦発や臆鮫がで潜るようになる◎

2．いろいろな攣霧が尊く草しくで容愚者う尋こなる◎
3

磯
。細かい紆霧癒しないで、磯澄が早くで潜るようさヱな亀◎

。塵（飼 農凱商魂、俸轡辱）の目瀕がだいたい正しくで潜るように
象る砂

－
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5

6

ワー

Qリ

文車や嘗薬での正磯な表現がで潜るようをこなる◎

褒ゆグラフ愈作成・利用することがで摩るようになる。

統計の数億夜風て、現状の経漁が容易にできるようになる。

いろいろな数億（統計。藤率辱）夜腕んで、将来奄予溺できるように

なる。

9．空間図形の紀飽がで潜るようになる。

▲nV

lエ

2

3

壕

5

6

7

8U

（飼 立体図形の切り口軋 折り紙の形の予鶴辱）
必要な繁和食鱒率よく発める審がで昏亀ようになる◎

多魔の資料奄願序よく盤頚することが漕静る鹿うになる。

紀憾カがつくようになる◎

当面する状況のもつ、いろいろな賓困の分所ができるようになる。

やってみて、う濠くいかなかったち、別の方蟻でやり渡すというやり

かたができるようになる。

コンピューターに早く憤れて使えるよう轟こなる。

ワープロに早く慣れて使えるようになる◎

コンピューターのプ田グラム愈作ることがで摩るようになる◎
類似な状況夜既知する審ができるようになる◎

（飼 ちがった溌況密漁鮫して、関係づ亀ナたり、分類したりする◎ 〉

19。をの状況奄解決するのに、一番よい溶解敬えらぷ審ができるようにな

る。

20．複雑なことがらの間の関係夜、駈噂で簡単に表サ審がで潜るようにな

ーエ

2

3

2

2

2

る。

抽象的な関係かち、具体的な飼愈作る審ができるようになる。

顔発蟄予想し、一般化する察がで摩るようになる。

現実の間海象解決するために、単純な数学的竜デル金牌威する轟がで

きるようになる。

2唾．論理的な思考ができるようになる。

（脇道恕たてて考える審ができる。〉

25。考えた始発や抽象的な関係恕、現実の場面にあてほめる寒がで潜るよ
うになる。
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26．鞄審密教朝約に慮ることができるよう綻な番⑳

27。劇遜約鰻カが義われる◎（新しいこと夜番嵐たり、創ったりくせ姦己と
ができる。）

8

9

凡じ

呈

2

3

趨

5

2

2

3

巧V

巧V

q
バ
V

巧V

3

日常盆暗の親則夜守るようになる◎

日常生晴夜よび禽理約にするためのエ夷ができるようにな魯。

複雑な関係夜わかりやすく図式化する審がで潜るまうになる。

多礎な考ぇカがあること蟄済めたり、細分奄多嬢な番ぇ溶がで潜るよ
う終嶽愚◎

金歯カや表す顧性が磯ぁれ遜◎

抽象的思考が幾われ愚◎

広い鹿囁から地車約に思考し、朝鮮で潜るようになる。

日常生暗において、自己管理がで摩るようになる。

数学科以外の発生涛ほこれで輿ありです◎御協力葡幾う

ござい癒した◎

数学糾の党盤カをヱほ、あと且奴あり威すので、お手数夜

おか亀サ。し威すが、戯磯波で、鱒協力下溶い威すようお願転、
車しあぼます◎

－
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監以ヨ闇鶴解淡学習院つも、で
（数学翻幽魂の党盤だ亀ナがご紀久しで下番い◎ 〉

重来釣学級靡の轟く尉琵甘鯛）で臆、凰昏盈⑳年代の数学数宵の勝一の困約

は、殉間朗靡娩ケ’（野訂¢飴ま⑳屏＄昏息轡豆忍者）すなわ亀現実の簡観象教理約に解決す

る鱒力凌適うことであ為と鴇喝レで射り鹿骨◎ ぉも濠、監のこと妃つも、で、多く

の困の数学緻晋界で臆、褒渾な考ぇ方と♭嘗研究昏飽常態さ鹿骨◎
きて、この意線での押閤願靡漁紬にち毎号懲、次の展開陪潜審盈下昏も、◎卑鶴
も、仲間腰解級”と♭、う常襲綾上の液辣で礫用しまず◎

回答ほ回答欄に恕Åして下昏♭、◎

触朋側聞

押

●

ヽノ

急

場8息

（ 間藤解決沖 という嘗薬愈知ってい威したか◎
知ってな、た◎ 望◎ 簸ちなかった◎

＝〉の凰敬えちんだカほ、どの患う幾度ころで、この鱒噸蟄縛ら恥

慈したか◎ 通し番骨格¢の磯尋こご圃尊下潜む、◎（望敷瓦ちんだ方

ほ、L圃審♭な転1で下昏なヽ）

軍。日数緻の蟄絶濠た捻犬歯で 2。をの磯の研究轟で

3。をの鶴の紐蔽観で 像。螢の勉

（2）現在、横網して潜ちれる教科感・閤凝発の車に細岡凝靡汲’’学習のため

適切な問題があると思われ愛すか◎

且。たくきんある◎ 2。少し暴食ある◎

3。履い⑳ 亀。わ感海ちな♭ヽ◎

（3）”閤翔解決細密緒感ずるために自分で閤凝愈将領で摘感潜れたことがあ

り濠サか⑳

息。あ愚◎

（像）生緩に学習意欲蟄亀たせるために、

ると思われ威サか⑳

凰さ 思う◎

3。わから應むヽ◎

ー 47 －
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（＄）戦闘幽靡浪紳学習についで、次の慮うな魔凰があり威すが、こ釣らの意

凰について、ご均分の考えをこ泳い亀の脅えちんで下ぎい。

ア．数学の系娩睦ゆ基礎約。姦森約な知醜や授轡の習熟が髄観きれる◎
息。をう思う◎ 2。をう思わない。

3，わかちない。

イ．観衆の問題叡とり級うと、発酵や聯醸が磯欒終夜って、かえって、生徒
の学習意欲愈魚ぬ凌でし東予や
息。をう思う◎

～蟹。食う囁かない◎
3。わかちない◎

ウ．他故料と内密が塵磯しすぎて、数学科のぬちいが十分に遜威ぎれない。
且。をう思うゆ 望。そう思わない◎ジ

3。わかちない◎

耳．生徒の解決力洩や到適度が多擁すざて、線番上収姶がつかなくなる◎
且。をう患う◎ 2。食う鶴わない◎
3．わかちない◎

す・磯奄の緒磯賓飼の静内でほ、顔射が多くでとて亀時間頗解決抄愈機甲Å
れる余裕綾ない◎
且。をう患う◎ 署。草う囁わない◎
3。わかちない◎

カ。現姦の日永の歯学畿轡の前週のため綻は拘開園辟浪射撃酌ま遵葬取り入
れるぺきでめる◎

且．をう思う。 2．そう思わない。
3。わかちない。

（昏）めなたほ、生徒が何のために数学愈学ぶのかと興間者れた緒、自腐食掩

って役に立つ磯由叡観嘲で脅威すか◎
且

3

5

で潜るや

ぬ凌りで昏なも1◎

わかちない¢

望．妙し緒で容る¢
尋。で昏なむヽ◎

叫 48 －
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資料3 教育目標別加重平均表（略称、目標別スコア表）
（平均×100）

教 生 教 員 解答不明（わからなし、，ブランク）％

数 理 社 国 全 数 非 全 数教 非数教 全教 教 生

目標番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 B 社 理 数

1 67 93 73 125 89．5 73 95 84．1

2 103 141 88 168 125．0 133 144 138．2

3 116 71 109 111 101．8 90 104 97

4 70 35 57 71 58．3 65 85 75

5
－2 －35 －16 －44 －24．3

27 7 17

6 111 115 95 107 107 102 123 112．5

7 64 87 31 91 68．3 89 95 92．0

8 61 67 15 44 46．8 95 80 87．5

9 102 121 55 107 96．3 114 123 118．5

10 13 4
－10

4 2．8 43 14 28．5

11 49 33 15 15 28．0 63 23 43．0

8．7 12．7

6．9

12
－12 ⊥17 －6 －31

16．5
－7 －3 －5．0

13 38
－2 －9

35 ユ5．5 46 26 36．0

14 76 41 36 38 47．8 54 46 50．0

15 72 44 36 53 51．3 51 75 63．0

16 25
－31

0 7

18

0．3 10 33 21．5 9．2

17 108 58 57 74．3 81 103 92．0 10．4

18 49 8 12 21．8 63 38 50．5

19 40 11 27 13 22．8 43 19 31．0

20 116 99 98 112 106．3 121 110 115．5

21 90 53 61 36 60．0 87 52 69．5

22 72 31 21 53 44．3 89 112 100．5

23 50 49 14 130 60．8 117 119 118．0

24 96 62 47 63 67．0 102 76 89．0

25 15 0
－40

4
－5．3

52 23 37．5

26
－29 －30 －43 －27 －32．3

12
－14 －1．0

13．3

9．227 56 24 14
－4

22．5 34 11 22．5

28
－35 －54 －35 －40 ′－41．0

16
－22 －3．0

15．6

29
－8 －18 －1 －2 …7．3

11 17 14．0

3む 108 92 64 83 86．8 96 99 97．5 8．7

31 37 10
－9 －23

3．8 34 6 20▲0

6．9

14．5

8．1 47．1 28．3 16．7

32 9 6
－26

10
∬0．3

25 18 21．5

33 89 28、 29 41 46・牢87 61 74．0

34 19 0
－11

11 5．0 34 10 22．0 13．3 47．1 28．3 17．9

35
－27 －31 －25 －38 －30．3

13
－19 －16．0

17．3 49．4 30．3 16．7

平均 51．7 33．3 23．5 39．4 38．2 61．1 54．0 57．5

（註） 加重平均（スコア）の算定法

選択肢の度数比率（％）×重みの和＝S

Sニ（1）×2十（2）×1十（3）×0十（4）×（－1）＋（5）×（－2）

（1），（2），（3），（4），（5）は各選択肢ごとの度数比率（％）の数値

したがって，加重平均値×100＝Sとなっている。
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資料4 問題解決の回答度数分布表

（）外は度数，（）内は度数分布率（％）

問ン 題 1 2 3 4 5

（l）知っていたか
115

（67．6）

55

（32．4）

どこで
13 44 42 22

（10．7） （36．4） （34．7） （18．2）

（2）教材中にあるか
9 104 32 25

（5．3） （61．2） （18．8） （14．7）

（3）自作の経験
61

（35二9）

109

（64．1）

（4）必要あるか
104

（61・2）

16

（9．4）

49

（28．8）

（5）問題解決の意見

ア．基本が軽視
40

（23．7）

96

（56．8）

33

（19．5）

イ．学習意欲減退
3

（17．8）

104

（61．5）

35

（20．7）

ウ．重複して，ねらい発散
34

（20．1）

95

（56．2）。

40

（23．7）

ェ．多様すぎて，指導困難
56

（32．9）

71

（41．8）

43

（25．3）

オ．教材多すぎて，余裕なし
94

（55．3）

48

（28．2）

28

（16．5）

カ．将来のため必要
63

（37．3）

32

（、18・9）

74

（43．8）

（6）生徒へ説明
56 83 15 13 3

（32．9） （48．8） （8．8） （7．6） （1．8）

回答数土壁名

資料5 目標別スコアに関する基本統計豊

教 員 教 生

数学科 非数学科 全 体 数学科 全 体

こど 61．114 53．971 57．537 51．657 38．189

ぶ∬ 38．413 47．738 42．062 44．749 44．159

び訂 37．860 47．051 41．457 44．105 43．524

乃 35 35 35 35
．35

∑∬ 2139．00 1889 2013．8 1808 1336．6

∑ご2 180893．00 179435．00 176021．300 161480 117344．060

（ぶご）2 ＝1475．559 2278．917 1769．212 2002．473 1950．017

ぶ∬＝ノ旦無辺
げ∬＝

－ 52
－

∑（∬f－∬）2
乃



資料6 グループ間のスコアの平均値の差の瞼定

（仮説） スコアの平均値はグループによって差はない。

標本個数椚，〝，

∫2＝

ニ

⊥
／
か

標本平均∬，ダ，分散の推定量∫2

（乃－1）＋（∽－1）

一
〃
）

一一∬

ハJ
ユT

l
一
乃

言＝61．114（数学科教員）

g 非数学教員

全教員

数学科数生

全教生

椚
訂
＝
5
3
．
9
7
ユ

ダ＝57．537

訂＝51．657

首＝38．189

，乃

（∑（ガター∬）2＋∑（ダ才一京）2）
f蒜1

′＝〝＋∽－2＝68

才ニ0．690

～ニ0．372

gニ0．949

才＝2．3ユ8＞2．000
）

f＝1

棄却できない

有意水準5％で棄却される

（結論■）数学科教員と全教生との間にほ意識の差が認められる。

他のグループとほ意識の差ほ認められない。

資料7

〆／ノ＼

数学科教員と非数学科敦盛との間の目標別分布の差の検定（平川検定による）

（仮説） 各目標毎の分布の差はない。

宕‘＝
控ニニ旦．＝
∂

lγ－39

首
∂＝ 椚乃（乃＋∽＋1）

12

6×6×13

12 ＝J諒

α＝‡乃（乃・か1）＝‡×6×13＝39
1γほ一方のグループの順位の和

A－α′ ムー21
が＝－

－ ¶

∂’－J雷
∂′＝ 乃彷（乃十椚～2）（乃＋椚十2）

48（乃＋桝－1） 苧

∽，乃ほ標本個数

α′＝‡乃（乃＋椚十2）＝21
月ほ中央で順位を遵転させたときの一方のグループの順位の和

ガ＝鎚2十び2＞5．99のとき，帰無仮説ガ0は有意水準5％で棄却される。

－ 53 －



算 出 結 果

目標番号 月 び2 1γ α2 ガ＝α2＋ぴ2 判定（×ほなし）

1 22 0．105 42 0．231 0．336 ×

2 23．5 0．655 40．5 0．058 0．713 ×

3 22 0．105 39 0 0．105 ×

4 20 0．419 40 0．026 0．445 ×

5 16．5 2．121 33．5 0．776 2．897 ×

6 24 0．943 40．与 0．058 1・00、1 ×

7 21 0 38 0．026 0．026 ×

8 20 0．105 39 0 0．105 ×

9 20．5 0．026 38．5 0．006 0．032 ×

10 22 0．、105 41 0．103 0．208 〉く

11 22．5 0．236 37．5 0．058 0．294 ×

12 20 0．105 39 0 0．10年 ×、

13 19．5 0．236 38．5 0．006 0．242 ×

14 19 0．419 38 0．026 0．445 ×

15 21 0 40 0．026 0．026 ×

16 18 0．943 39 0L 0．943′ ×

17 21 0 40 0．026 0．026 ×

18 26．5 3．169 38．5 0．006 3．175 ×

19 23 0．419 40 0．026 0．445 ×

20 22 0．105 41 0．103 0・買98 ×

21 18 0．943 37 0．103 1．046 ×

22 19 0．419 38 0．026 0．445 ×

23 18．5 0．655 37．5 0．058 0．713 ×

24 20．5 0．026 37．5 0．058 0．084 ×

25 22．5 0．236 39．5 0．006 0．242 ×

26 21．5 0．026 40．5 0．058 0．084 ×

27 17．5 1．283 36．5 0．160 1．443 ×

28 22．5 0．236 39．5 0．006 0．242 ×

29 21 0 40 0．026 0．026 ×

30 22 0．105 39 0 0．105、 ×

31 22 0．105 41 0．103 0．208 ×

32 21．5 0．026 38．5 0．006 0．032 ×

33 20．5 0．026 39．5 0．006 0．032 ×

34 20．5 0．026 39．5 0．006 0．032 ×

35 22．5 0．236 41．5 0．160 0．252 ×

ー
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賓料8 目標のカテゴリー別分類表（ブルームのTaxonomyによる）

本調査に
よ る

ブルームによる項目 ブ ル ー

ム の 教 育 目 標

問題番号 領 域
分類番号ぎ

1

2 精 運亀四則計算，ピアノの演奏における指の動きのような心理的目標

3 神 またほ低次の認知的目標

4 運 （シロフォン清泉引き算，俳句，虫の解乳経漆原則など）

5

6

15

16

動

領

域

D．Tマイルズによる

7

9

10

12

ユ3

17

18

20

－21

8

11

19

22

23

24

27

32

33

知

的

能

力

認

知

4．20 関係の分析

4．30 組織原理の分析

1．23 分類とカテゴリーに関する知識
1．10 個別的なものに関する知識

4．ユ0 要素の分析

1．32 理論と構造に関する知識

2．20 解釈

5．30 抽象的関係の導出

2．10 変換

知

的

能

力

6．10 内的基準による判断（評価）

1．25 方法論に関する知識

6．20 外的基準による判断（評価）

4．00 組織イヒ

2．00 反応

4．00 分析

ト諾【
反応への満尽

計画の創出あるいほ実施企画の創出

5．00 統合

14

25

26

28

29

30

31

34

35

情

意

的

領

域

】

2．30 反応への満足

3．00 応用

4」0 価値の概念化、

3．30 1つの価値に基づく行動

4．20 価値体系？組織化

4．20 関係の分析

5．00 1つの価値あるいは複合的な価値による個性化

5，10
一般化された構え

5．20 個性化の実現

精神運動領域（Psychomotordomain）

知的領域 （CogⅥitivedomain）

情意的領域 （Aだectivedomain）

－ 55
－



資料9 カテゴリー別スコア，度数分布表

A 精 神 運 動 領 域

i 目標別スコア 度 数 分 布

問題

番号

教 員 教 生 保護者 数 学 科 非 数 学 科

数学

科

非数

、学科
全体
数学

科
全体 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

1 73 95 84．1 67 90 155．3 20 106 25 21 0 1 37 104 9 12 0 0

2 133 144 138．2 103 125 171。8

5．1

84 69 13 5 1 1 103 47 17 5 0 0

3 90 104 97 116 102 42 90 24 13 2 1 55 81 23 9 2 2

4 65 85 75 70 58 30 84 26 32 0 0 44 82 24 20 0 1

5 27 7 17
一々 －25

3 77 55 32 3 1 7 51 62 48 2 3

6 102 123 112．5 111 107 109．8 33 120 9 9 0 1 59 98 12 3 0 0

15 51 75 63 72 51 12 87 51 16 3 3 39 64 45 11 2 11

16 10 33 21．5 25 0 4 44 84 26 4 9 20 43 70 21 3 13

平均 68。9 83．3 76．1 70．3 63．5 110．5 29 85 36 15 2 2 46 71 71 16 1 4

B 知 的 領 域（認知段階：記憶，四則演算，公式の理解等）

問題

番号

目 標 別 ス コ ア 度 数 分 布

教 員 教 生 保護者 数 学 科 非 数 学 科

数学

科

非数
学科
全体
数学

科
全体 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

7 89 95 92 64 68 128

81．8

83．1

35 104 13 19 0 1 43 89 31 7 1 1

9v 114 123 118．5 102 96 64 79 18 11 0 0 75 70 18 6 0 3

10 43 14 28．5 13 3 1わ 84 48 28 1 1 7 45 84 35 0 1

12
－7 －3 －5 －12

17 4 24 91 36 3 14 5 32 84 29 1 20

13 46 26
∧36 38 16 8 85 56 15 3 5 10 55 72 25 3 7

17 81 103 92 108 7 29 96 34 11 1 1 62 59 28 6 0 15

18 63 38 50。5 49 22 15 92 49 13 0 3 10 61 75 16 ㌧0 8

20 121 110 116 116 106 66 84 14 7 0 1 61 75 27 6 0 0

21 87 52 70 90 60 34 、92 36 10 0 0 17 71 63 12 2 6

平均 70．8 62．0 66．4 由．1 43J9 97．6 29 82 40 17 1 3 32 62 54 16 1 7

－ 56 一



C 知 的 領 域（知的能力段階：問題解決力，批判的思考力，創造力等）

問題

番号

目 標 別 ス コ ア 度 数 分 布

教 員 教 生 保護者 数 学 科 非 数 学 科

数学

科

非数

学科
全体
数学

科
全体 ユ 2 3 4 5 6 ユ 2 3 4 5 6

8 95 80 88 61 47 134，．1

48．5

43 94 18 16 0 1 40 76 41 13 1 1

11 63 23 43 49 28 19 95 37 20 1 0 ‡1 50 76 32 0 2

19 43 19 31 40 23 11 74 62 17 1 7 5 49 84 23 1 7

22 89 112 101 72 44 79．5 32 97 35 6 0 2 16 72 57 20 1 4

23 117 ユユ9 ユユ8 50 6ユ 97．2

41．4

76 63 22 0 1 2 79 55 20 8 0 8

24 102 76 89 96 67 35 110 21 4 0 2 26 89 43 9 0 3

27 34 11 23 56 23 5 75 63 19 4 6 5 48 73 23 8 13

32 25 18 22 9
－1
65．0 2 66 70 22 1 10 5 50 82 26 1 5

33 87 61 74 89 47 58．3 38 83 34 9 0 5 27i 70 48 9 5 0

平均 72．8 57．7 65．3 60．3 3′7．7 74．8 29 84 40 13 1 4 24 62 58 18 2 5

D 情 意 領 域（好奇心，充実感，開放感，自主独立，自覚等）

問題

番号

目 標 別 ス コ ア 度 数 分 布

教 員 教 生 保護者 数 学 科 非 数 学 科

数学

科

非数

学科
全体
数学

科
全体 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

ユ4 54 46 50 76 48

－51。1

15 79 61 11 4 2 12 74 63 12 3 7

25 52 23 38 15
－6

12 87 49 18 1 5 5 63 64 26 3 9

26 12
－14 －1 －29

32 3 45 87 25 4 9 3 22 86 47 3 9

28 16
－22 －3 －35

41
－6．2

74。0

0 15 97 33 5 20 0 13 82 49 2 24

29 11 17 14
－8 －8

4 48 78 29 1 13 4 48 84 26 0 8

30 96 99 98 108 87 33 111 16 11 0 1 40 96 29 4 0 1

31 34 6 20 37 4 8 73 58 17 7 8 5 56 66 27 14 2

34 34 ユ0 22 19 5 8 58 75 18 0 9 1 45 75 28 1 9

35
－ユ3 －19 叫16 －27 －31

ユ 15 95 32 5 22 0 1ユ 90 37 4 15

平均 32．9 16．2 24．6 17．3 ユ9．1 5．6 9 59 68 20 3 10 8 48 71 28 3 9

ー
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資料10 カテゴリー別スコアー比較園

（数学科教員）

D

C

情意領域

32．9

B

70．革

知 5ざ．7 萱二村
ロノむ－

的 知
能 領
力

A

域

68．9

精神運動領域

カテゴリー別スコアー比較図

（教 生）
数学科教生

教生全体

D

C60長一．一一「プ．′一

情意領域

19．1

17・3、－－－－－、6萱．1

知 一、、、37・7
43・9′

′／／B
的

、
、

′

／／認巨

、
、
、

ノ

′／／知

／／／′／笠
′

／

′

′

′

63．5
′

力＼、
＼

ヽ

ヽ

ヽ

＼

＼

＼

＼

＼

＼

ヽ一

ヽ

70．3

A 精神運動領域

カテゴリー別スコアー比較図

（非数学科教員）

D

C57．7

情意領域

16．2

62．O
B

知 重夫J
ロJむ・

的 知
能 領
力

A

域

83．3

精神運動領域

カテゴリー別スコアー比較囲

（保護者）

D

C

情意領域

5・6 B97・6

、74・8知的能力

A

認知領域

110。5

精神運動領域

－
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資料11 カテゴIノー別平均値の差の検定

（仮説） 数学科教員との平均値と他のグループの平均値に差ほない。

非数学科教員 教 生 保 護 者

A

才二選出＆旦

42・66×‡
才＝選旦二墜且

47・2x‡
才＝之超幽
53．0×摺

＝1．282
＝ 0．675 ＝ 0．229

′ニ14 ′＝14 ′＝10

有意差なし 有意差なし 有意差なし

（40％ならあり）

妻

B

才＝迎旦二鍔遡
43．2×柁

＝0．432

才＝並旦二旦蔓二男辿
39．5×柁

＝1．445

ォニ之経机旦ニ7旦＆
37．1×仰

＝1．067

有意差なし ′＝16 ′＝9

有意水準20タ‘で有意差あり 有意差なし

1

C

ォニ3（72・8－57・7）
37．5×も甘

＝0．854

才＝旦腿旦二軍．旦
27．5×才官

＝2．708

才＝遅く．7今冬こて、岨32．5×4

＝0．122

有意差なし ′＝ユ6 ′＝ユ4

有意水準2タ‘で有意差あり 有意差なし

D

才＝且竺、壬墨a！旦」旦滋
35．0×才官

＝1．009

才＝旦良男jニ竣工拉33．9×l甘

＝0．864

才＝旦羊‥（蔓219ニ巨遡40．1×1

＝2．042

有意水準20％にすれば有意差 ′＝16 ′＝10

あり 有意差なし 有意水準10％で有意差あり

（有意水準40％でほ，有意差

あり）

（5％点 2．228）

∬‾〟

ざ
乃
＋

才＝

－ 59 －
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資料12 カテゴリー別数学科教員と非数学科教員

との回答分布の差の検定

（平川検定による，資料7参照）

H＝0．026津5．99

H＝0．124斗5．99

H＝0．52i｝5．99

H＝0．227丼5．99

有意差なし

有意差なし

有意差なし

有意差なし
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